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幕張新都心モビリティコンソーシアム 第 3 回モビリティ WG 

議事要旨 

 

時間： 2023 年 2 月 21 日(火) 11:00～11:50 

場所： オンライン開催 

出席： 株式会社エイジス 

株式会社 NTT ドコモ 千葉支店 

京セラコミュニケーションシステム株式会社 

株式会社建設技術研究所 

シャープ株式会社 

双日株式会社 

損害保険ジャパン株式会社 

ダイナミックマップ基盤株式会社 

株式会社千葉ステーションビル 

日本ペイント・インダストリアルコーティングス株式会社 

一般社団法人千葉県タクシー協会 

千葉県 

 千葉市 

 デロイト トーマツ コンサルティング合同会社 

以上（順不同） 

 

 

議題 

（1） 今年度パーソナルモビリティ実証実験について 

（2） 各 PT の振り返り（議論と課題の共有） 

（3） 来年度コンソーシアム体制について 

 

配布資料 

資料１ 2022 年度パーソナルモビリティ実証実験（進捗共有）（非公表） 

資料 2 第 3 回モビリティ WG 

 

議事内容 

1. 開会 

2. 議題 

（1） 今年度パーソナルモビリティ実証実験について 

◼ NTT ドコモより資料１に沿って説明 
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（2） 各 PT の振り返り（議論と課題の共有） 

◼ 千葉市より資料 2 に沿って説明 

◼ 自律移動モビリティ PT 

➢ 第 1 回・第 2 回の振り返り 

 昨年度実証実験の課題を踏まえ、課題解決策や実装に向けた討議を実施 

 千葉市発注の自動運転導入支援委託の結果、自動運転サービス単体での

黒字化は難しいため、他サービスとの連携を踏まえた赤字解消策を検討

する必要性が明確化 

➢ 第 3 回の振り返り 

 中間まとめ報告会での意見を踏まえ、各 PT メンバーからの事業提案・発

表を実施 

➢ 第 4 回の振り返り 

 今後の PT の体制に関する議論を実施 

➢ 今年度 PT における検討成果 

 自動運転バスについて、実証実験の実施やこれまでの実証実験・コンソに

おける課題を踏まえた検討を実施 

 サービスロボットについて、社会実装に向けたユースケース検討や実証

実験結果を基にした受容性向上施策の検討など、これまでの実証実験・コ

ンソにおける課題を踏まえた検討を実施 

➢ 来年度検討テーマ（案） 

 自動運転車については、コストを意識したインフラ整備方法の検討、専用

レーンに関する「必要箇所」や「実現性」の検討、サービスの赤字補填策

を含めた新たな付加価値や他サービス連携の検討が必要 

 サービスロボットについては、調査項目の具体化・整理など、ニーズ調査

手法の検討が必要 

 

◼ マイクロモビリティ PT 

➢ 第 1 回・第 2 回の振り返り 

 パーソナルモビリティ実証実験の方向性やサービス利用時の課題解決策

の具体化を実施 

 モビリティステーションの活用に関する検討を実施 

➢ 第 3 回の振り返り 

 さいたま市のモビリティステーション視察を実施したうえで、幕張新都

心版モビリティステーションに関する検討を実施 

➢ 第 4 回の振り返り 

 中間まとめ報告会での意見を踏まえ、各 PT メンバーからの事業提案・発



 3 / 4 

 

表を実施 

 今後の PT 体制に関する議論を実施 

➢ 今年度 PT における検討成果 

 マイクロモビリティ利用課題解決策として、社会受容性向上を図るイベ

ントの検討や認知拡大施策の検討を実施 

 モビリティステーションについて、立地・サイネージの設置・機能・モビ

リティ・モビリティ連携に関する検討を実施 

➢ 来年度検討テーマ（案） 

 幕張新都心のエリア別需要の検討 

 実装を見据えたモビリティステーション運営の座組の検討 

 安全を啓蒙する方法の検討 

 イベント実施内容・体制の検討 

 

（3） 来年度コンソーシアム体制について 

◼ 千葉市より資料 2 に沿って説明 

➢ 来年度の体制案 

 アンケート結果に基づき、来年度は具体的事案に対して実施主体(リーダ

ー)を筆頭に各 PT を設置することで、小規模で迅速に動ける体制にする

方針をとる 

 来年度は WG を廃止し、会員発意での PT テーマの設定・立ち上げ、リ

ーダー会員による主体的な PT 運営を想定 

 来年度の体制案について、コンソーシアム会員は概ね合意する意見が多

数。テーマ案については今後事務局や会員の提案により決定 

 

◼ 質疑応答 

➢ PT 組成のスケジュールについて 

 事務局としては、総会後の 3 月～4 月に PT の数や内容を固めたい 

➢ PT メンバーの条件について 

 PT メンバーはコンソーシアムに参加していることが条件 

➢ 千葉市のサポートについて 

 第 5 回総会で、千葉市が次年度事業として取り組むことについて情報共

有を行う（事業内容・金額等含む） 

 千葉市の事業内容も参考にしながら、PT の組成や参画についてご検討い

ただきたい 

 

3. 連絡事項 
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◼ 第 5 回総会を 3 月 10 日（金）14:30~15:30 に千葉市役所新庁舎（高層棟２階）に

て開催 

◼ 2023 年度コンソーシアム運営体制については、第 5 回総会にて決定後、正式にア

ナウンス 

 

4. 閉会 

以上 


